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高等学校学習指導要領理科 と教科書に 見 るエ ネル ギ ー 概念

の 扱い の 変遷 1 …
生活 単元理科か ら理科 4 科 目必修ま で

一

　　　　　　　　 囂 十嵐靖則　 iGARAS 田 　Yasunori　　 東京理科大 学

墅キ
ー

ワ
ー ドコ　学 習 指 導要 領、教 科 書 、概念 、用 語 、エ ネル ギー・、熱 、内 都 エ ネ ル ギー、分 子 運 動

1 は 膿め に

　 m ネル ギーに関する 用語、特に 「エ ネ ル ギ

ー概念 」 の 取 扱 い が どの よ うに 変遷 して きた

か 、戦後の 高等学校 学習指導 要領 理科 と教科

書の 記述 に つ い て譌査 を実施 した。

　今回は 、「熱」、「内部 エ ネ ル ギ
ー
、」、「分子運

動一｝に つ い て 遡 萌した こ とを報告す る。

2 高等学校擘習指導要領理科の 変遷

  s26（1951）年故訂 （生 活単 元理 科）物理
1）

単 元 V エ ネル ギーはその 形を どの よ うに 変え て い くか

　 3 気体 分 子 の遷e．taは 温度 に よ っ て どの よ うに 変わ るか

　 4 熱 エ ネ ル ギ
ー

は どの よ うに 伝 わ るか

　 6 工 準 ル ギーは どの よ うに その 形 を変 えて い くか

  S31（1956）年度改訂係 統理科瀚 理 5単｛立
2）

〔大 項 目〕： ｛4）エ ネル ギー〔申項 目 〕： 仕事・力学 的エ ネル

ギー、熱 Z ネル ギニ s各種 の エ ネ ル ギー 蓮鐘   分 子 運勲

〔備考〕  熱エ ネル ギ
ー

につ い て は、熱が エ ネ ル ギー
の
一

　 っ の すがたであるこ とを理 解させ るc

  S36 （19M ）年 （理榔 科 脳 修）物理 量5 単位
3，

〔大項 巨〕： ｛9）熱、　 繭 熱と分子運 勦 〔小 項 目〕：熱と仕事．
　 　仕 事 当 量、エ ネ ル ギー保 存 の 原 理 、気 体の 分 子 運 勤

〔取扱い 〕熱と仕事 ： 熱 エ ネル ギーと力学 鯨工 孝ル ギーと

　 　の 関慓 を理解 させ る。気 体の 分子 運 動：
…濕 崖 と

　 　熱 運 勤 の腿 係 を 理解 さ せ る。

3 教霧書の 説述 内 容の 変遷

　金原 寿郎編 （蕊 省堂） の 高等学校物理教科

書の 変遷を調登 し た 。

  s瀞 卑籾版 高等学被 麹 理 （下〉の 殿 定
4）

〔単元 》 エ ネ ル ギー
は そ の 形 を どの よ う に 変え て い くか

　 3 気 体分子   運 勤は 温渡に よ っ て どの よ う1こ変わ るか

　 4 熱1 ネ ルギー
は どの よ うに伝わ るか

　6X ．ネ ル ギー
は どの よ うにその 形 を変 え て い くか 　〕

の 様 に な っ て い て 、学習指導要領理 科 に 示 さ

れ て い る嗣 じ単元名、同 じ願序で 編 集されて

い る。従 っ て、学習揖導要領 理科 で 絹 い られ

た 用議が その まま使吊 され て い るL．
　 〔鱗 熱 工 率ル ギーは ど

』
の よ うに 伝わ るか 〕の 〔4−3 高

　 　温物韓は どの よ うに 熱 を放 射す るか 〕

に 次 の よ うな 記 述 が あ る。
　 『… しか し、牙 子 魯 自が全 く騰 手 な運 勦 をす れ ば．わ

れ われ．に ぱ その 蓮勳は 晃 えな い 、こ の よ うな運動   工 皐

ル ギ
ー一

が 熱 エ ネル ギーで あ る  また 、冨宗 片に 弾丸 を打

ち込 む と。運 懃エ ネ ル ギー  減少労 iま木 片内 の 熱エ ネ ル

ギー
に変わ り温 度が 上 昇す る謡 とあ り、肋 学 的エ ネル

ギーと内部 x 孝ル ギーの ＃は 常 に 一定 に 保 たれ る。こ れ

をエ ネル ギー保存 の 法 期 とL“，  …
最 も基礎 的 な法醐 で

ある、4−Ul＝”一
ト源 の 関係が 成 り立 つ 。』　と あ る。

〔§6 エ ネ幽 ギーは どの よ うに その 形 を変え てい くか

1）電気 的エ ネル ギー］で は、『…導線内で 爨墨叡 藁ギ
・一

に 変わ る 謡 要 約 の 欄 に は、冒憩 エ ネ ル ギー
を 仕 事に 変 え

るに は熱機闘 を用 い る が、…』 な ど とある 。

  S30年 物 理 〔改 窮 版 〕 （上 ） の 緒言
5）

　 ff…筋議 謬）立 っ た考察 を しや す くして、物理全憾 を通

じて 理 解 を 容 易 な ら しめ るた め に、単 元 の 順 序 を 変 え た

tj、項 B の 整 理 統合 を行 っ た り、ある い は ある種の 項 目

を追加 した爾もある。…誕 とある e

　 〔単 発 欝 工 皐 ル ギ
ー

は その 姿 を ど の よ う に 変 え て い

くが　 §4 熱エ ネル ギー
は どの よ うに 伝 わ るか　3）エ ネ

ル ギ
ー

保存 の法 顳〕で は、斷物体 の持 つ 全 x ネ ル ギー
の

増 加 は な された仕事 と唖 収 した熱量と の fi亅に 等 しい 。こ

れ を熱塑学第一法財 とい う。蟄 と 変わ り、数莖埀遡

iま姿を消 す。一方 、F．244 の 〔5．2 気体 を 圧縮す

る と熱が墨る  は なぜか 〕の 所 で は、『気 体の 分子 間

に は 引力 が ほ とん どな い か ら、内 部 工 率 ル ギーと い え ぱ．
分子 の 運動工 ネル ギーす なわ ち熱工 ネル ギーと灣 えて も

よ い 。…』と記され 、ま た A 熱 力学第二 法則 の 用語

が 出 現 す る。

  s31蓴 三 訂版 犠 理 〔5 単位 翩 係 絞理科男
　 屋次 は 。　 単ft　1 光　 単 元 ff カ と暢体

単発 疵 力 と 運 勤　　単元 w 熱 　　等

　 単 元 亙V 熱 は 、§1 熱 膨 張 §2 熱 と そ の 移動

§3 状態の 変化　 §4 熱 と仕事 　か ら成る 。

　 §3状態の 変｛匕 で は、　3．哩齢子　で 、
｛禳驪 体 ・液1本・気体 と 分畢 、　 鬮気体分 子 の 運 動、
け 気体労子 選動と圧 力、il）労 子 運勲 と温 度　等

が 取 り籔 わ れ て い る。
　 木 片 に 弾 丸 を打 ち込 む 問 題 は、熱 エ ネ ル ギーか

ら螻 茎 ネ ル壬二 とい う正 しい 用 語 に変愛 れた。
　 P．222の 13｝熱の 本性　で は 濯 「熱はエ ネル ギ

ー
の

一形 態 で あ る。』 い う こ と が で き る 謡 と記され 、
物理 学的 認識の 中醐 段 階 に 留 ま r） て い る。

  s39卑 物 理 瓢訂 繊 （理斟 4 科 E｝必修）
7）

　 P、205　の 〔3｝熱 の 冫＄こ雪生　　
齟
否1ま，　『まっ た く

一一
般 1こ 魁

熱 は 流れ て い る エ ネル ギー
の
一一

形 態で ある。い う

こ とが で きる議 と変更 され、今 日の 正 しい物理 学

的 認 識 に よ る記 述 が な され て い る Ct

・4 考察と まとめ

　 学習指導要 領 の 中 で 「熱 エ ネル ギー
」 や 「熱 運

動」 など適切 で ない 用 語 が用 い られ
a）・9）、熱 量 を

熱 m ネ ル ギーと し た り、内 部エ ネ ル ギーを 熱 エ ネ

ル ギーと した り して 、エ ネ ル ギー
概念 に 混乱や 誤

解が あっ た こ と が 郭 明 す る。金 原 物 理 で は 、S31隼

三 訂 贓 匆理 で 「熱 工 車 ル ギー
」 は 正 しい 「内部 エ ネ

ル ギー
亅に 修 正 され、s39 年 物 理 で は、ダ熱 は 移 動 形

態 の エ ネル ギ
ー

で ある 」 と正 し く修 正 され て い る。
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